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救急
（きゅうきゅう）
) (
火事
（かじ）
)


（２）　　××市 (し)××町 (まち)１ (いち)－ (の)２ (に)－ (の)３ (さん)　○○アパート (あぱーと)２ (に)０ (ぜろ)５ (ご)　
××町 (まち)１ (いっ)丁 (ちょう)目 (め)２ (にじゅう)３ (さん)番 (ばん)地 (ち)　

（３）
[image: ] (
　
)①　郵 (ゆう)便 (びん)局 (きょく)の　となり　　　
②　郵 (ゆう)便 (びん)局 (きょく)の　前 (まえ)
③　郵 (ゆう)便 (びん)局 (きょく)の　後 (うし)ろ　　　　
④　郵 (ゆう)便 (びん)局 (きょく)の　近 (ちか)く

（４）　（台 (だい)所 (どころ)）から　火 (ひ)が　出 (で)ています／（台 (だい)所 (どころ)）が　燃 (も)えています　　
[image: ][image: ][image: ]　　　
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 (
指導ノート
)


取り上げる生活上の行為の事例
（0504050）「消防・救急（119番）や警察（110番）に電話する（火災等）」
（0502020）「身を守る」

教室活動の目標
－火災発生時に，消防・救急（119番）に電話をする。
－身を守る。

教室活動のねらい
－緊急時の電話番号が分かる。
－消防に電話をかけて，火事の発生場所と状況，自分の名前と電話番号を伝えることができる。（活動１）
－火災に備えることができる。（活動２，３）

・　さまざまな緊急事態の中でも火事を取りあげました。海外の知らない土地で火事に遭遇した場合，母国にいるとき以上に不安になったり焦ったりするものです。例えば，火事を通報しようにも，電話は相手の顔が見えず，余計に不安を感じることでしょう。でも，最低限のことが伝えられればいいのです。これが言えるから万一のときも，落ち着いて行動できるぞと安心を感じられるような教室活動を考えてみましょう。また，地域の防災訓練の時期にこのトピックを扱う工夫をすることにより，地域の一員として安心して暮らせることにつながるでしょう。

活動前に確認しておくこと
－街頭消火器の設置場所
－避難経路
－防災訓練の日程


準備する素材
－緊急時の通報先が分かる多言語情報

教室活動の展開の説明
 (
イメージをつかむ
)
 (
●イラスト・写真シート
・火事だ
！（
p.
73
）
)



・　「イラスト・写真シート」（p.73）の火事の写真を見ながら，学習者がこれまで火事に遭遇した経験や遭遇しそうになった経験について話します。それから，日本で遭遇したときにどうすればいいか，現在の学習者の知っている知識やことばを引き出していきましょう。学習者から出てきたトピックに関係することば（日本語，母語とも）はシートに書き留めながら話しましょう。

＜問いかけ例＞
　　　「これはどんな場面でしょうか。」
「火事になったこと，火事になりそうになったこと，火事を見つけたことがあります
か。」
　　　「そのとき，どうしましたか。」
「消防署に火事を通報するとき，あなたの国では何番に通報しますか。日本
では何番に通報したらいいでしょうか。」
　　　「通報したとき，消防署員に何をどう伝えますか。」

・　多言語情報を利用して，火災時の緊急電話番号，伝える内容，公衆電話での電話のかけ方を確認しましょう。このとき，同時に重篤な怪我，交通事故，救急など緊急事態の電話番号先も確認しておくといいでしょう。日本では火災と救急は同じ番号ですが，国によっては異なることもあります。
・　近くに公衆電話がある場合，また携帯や固定電話から電話ができない場合に備え，公衆電話からの緊急電話番号のかけ方も確認しておくといいでしょう。そのとき，実際の公衆電話を見て確認するか，公衆電話の写真を用意するといいでしょう。


 (
多言語情報例
例１）
文化庁『日本語学習・生活ハンドブック』
　
p.40
‐
41
　緊急電話
例２）
財団法人自治体国際化協会『多言語生活情報』
緊急・災害時　
http://www.clair.or.jp/tagengorev/ja/p/index.html
)






 (
体験・行動する
)

 (
■
活動シート
・活動１
－通報しよう
（
p.
74
）
)


・　「活動１－通報しよう」（p.74）は，火事に遭遇したときに消防署に通報をするという活動です。火災発生場所は，学習者が居住圏内の具体的な場所を取りあげるといいでしょう。
・　学習者の日本語のレベルに合わせて，取り上げる場面を限定したり，取り上げる表現についても「これだけ言えれば，何とか通報ができる」「これが言えれば，状況をやや詳細に通報できる」など段階を持たせたりして工夫してください。例えば，「活動１－通報しよう」（p.74）では①自宅で起きた火事を通報する場面と②外に出ているときに火事を発見して通報する場合を提示しましたが，学習者の日本語のレベルによっては①のみ扱うこともできます。取り上げる表現も火災発生場所と自分の名前と電話番号を単語レベルで言えればいいと考えることもできます。
・　学習者の日本語のレベルによっては，ロールプレイをするとき，消防署に通報するだけでなく，周りの人に火事を伝える行動，通報をお願いする行動も入れられるといいでしょう。また，複雑な状況（例えば，火災を発見したが住所が分からない）のとき，どう対応するか話してみるのもいいでしょう。
　
＜周りの人に火事を伝える表現の例＞
　火事だ！／火事！逃げて！

＜通報をお願いする表現の例＞
　　　　あそこで火事です。消防に電話をお願いします。




 (
体験・行動する
)
 (
■
活動シート
・活動２
－火事に備えよう
（
p.
75
）
)



・　「活動２－火事に備えよう」（p.75）は，身近にどんな防災設備があるかを知る活動です。消火器や火災報知機の実物を手にして，使い方を確認したり，自宅，職場，日本語教室の消火器の設置場所や避難経路を確認します。
・　防災設備について学習者の母国ではどうなっているのか話をしてもおもしろいでしょう。
・　街頭消火器の設置場所については，自治体のホームページなどで紹介されています。また，自治体に問い合わせて聞いておくこともできます。（街頭消火器は設置されていない自治体もあります。）
 (
体験・行動する
)

 (
■
活動シート
・活動３
－防災訓練に参加しよう
（
p.
76
）
)



・　「活動３－防災訓練に参加しよう」（Ｐ.76）は，地域の防災訓練に地域の一員として参加する活動です。訓練にいっしょに参加することを教室活動に組み込んでみましょう。地域で生活する一員という気持ちがあると，万一のときも安心です。
 (
ことば・表現を知る
)

 (
◆
ことば・表現シート
・ことば・表現－火事に関する
ことば・表現（
p.
77
）
)


 
・　「イラスト・写真シート」の話の中で出てきたことばや表現について，「ことば・表現シート」を使って確認しましょう。話の中で出てこなかったことばや表現は必要に応じて確認をしてください。 

 (
発展的な活動
)

・　学習者の日本語のレベルやニーズによっては，救急や警察への通報など火災以外の緊急事態を同時に扱うなど，異なる生活行為を組み合わせた教室活動も考えられます。

＜活動例＞
①　緊急事態がわかるイラストを提示して場面を確認する。また，自分がこのよう
な経験をしたことがあるか，自分が経験した緊急事態について話す。
例）　・おなかを押さえて倒れている人　
・車と自転車の交通事故の場面
・火事　　
・路上でのひったくり
②　それぞれの緊急事態を通報する場合，通報先とその電話番号について
話す。そのとき，自分の国の通報先，電話番号についても話す。
③　各場面での通報のロールプレイをする。
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